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要 旨

アニサキス幼虫 に対する殺虫効果のあるなしを13の 食品 もしくはその抽出液 について検討 した.そ れ

ぞれ乾燥重量 に対 し5%と なるよう生理食塩水にて抽出液を作成し,こ れにスケ トウダラ内臓 よ り採取

したアニサキス幼虫を入れ24時 間観察 した.そ の結果,ア オジソ,シ ョウガ,ワ サ ビ,ニ ンニクの4食

品の抽出液で完全 に虫体の運動を消失(死 亡 と推定)さ せることができた.エ タノールは8%以 上 の=濃

度で強い致死効果が認め られた.シ ソ,ワ サ ビの2.5%抽 出液ではそれぞれの5%溶 液 に比し致死率が低

下 したが,シ ョウガの2.5%溶 液 はなお完全な効果を示 した.運 動停止(1分 間 の観察中動きが認められ

ない)ま での平均時間はシソ3.1時 間,シ ョウガ3.2時 間,ワ サ ビ5.6時 間,ニ ンニク10.8時 間 であった .

ネ ギ,パ セ リ,ダ イ コソ,キ ャベツ,ホ ウレンソウ,ミ ツイシ コンブ,ト ウガラシ,チ ャ(茶)に は致

死効果 は認め られなか った.

強 力な殺虫効果を示 したシ ソ,シ ョウガの若干の既知成分についてもこのような効果があるか検討 し,

〔6〕-shogao1,〔6〕-gingerol(以 上 シ ョウガ),perillaldehyde,perillylalcoho1(以 上 アオジ ソ)の そ

れぞれが100%致 死 効果を発揮す る最少濃度が62.5μg/ml,250μg/ml,125μg/ml,250μg/mlで あ るこ

とが判明 した.一 方,陽 性対照に使用 したthiabendazoleで は10mg/dlで も死亡虫体を認めなかった.

は じめに

海産魚の刺身を好んで食べる日本人にとってア

ニサキス感染の機会は少な くない.確 かに近年内

視鏡検査の普及にともない胃アニサキス症はほと

んど開腹手術には至 らず診断,治 療が行なわれる

よ うになった1).し かし,腸 アニサキス症では依然

開腹手術を施行 される症例が多い2).ア ニサキス

症は虫体が胃腸壁へ穿入す ることにより発症する

もので,発 症後では穿入 した虫体を摘出しない限

り症状を和らげることは出来ない.従 って,殺 虫

効果のある薬剤があった としても発症後の投与で

は どれほ どの効果 が期待で きるか不 明であ る.そ

こで,同 時摂取や前処 理 に よって アニサキスの感

染能 力 を弱 め させ る食 品等 に関 心 が持 た れ て き

た3).今 回,私 達 は通常刺 身 とともに摂取す る可能

性 のある食品を中心 に,そ れ らに殺 虫作用 があ る

か否 かを試験 管内 で検 討 し,興 味あ る知見 を得た

ので報告追 加す る.

材 料 と方 法

アオジ ソ(青 紫蘇:Perilla frutescens viridis

Makino),ワ サ ビ(Wasabia japonica),シ ョウガ

(Zinlgiber offcinate),ニ ン ニク(Allium sativum),

ネ ギ(Allium fistutosum),パ セ リ(P2trosetinum

sativum),ダ イ コン(Raphanus sativus),キ ャ ベ ツ

(Blmssica oleracea),ホ ウ レ ン ソ ウ(Spinacia
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oleracea)の そ れぞれ を家庭 用中性洗 剤で洗 い,水

洗 し,さ らに蒸留 水 にて洗 い,凍 結乾燥 した.固 形

の食品 は凍 結前 に下 ろ し金 を用 いて乳状 とした.

これ らを生理食塩水 にて5%(w/v)と な る よ う

ガラスホモ ジナイザーにて乳化 し,4℃,一 夜 抽

出 した後20,000g,1時 間 遠心 し上 清 を実験 に使

用 した.

ミツイシ コンブ(Laminaria angustata),ト ウ

ガ ラシ(通 称 鷹 の爪:Capsicum annuum)は 秤 量

後 表面 を蒸 留水 で 洗 い 同様 に5%溶 液 を作 成 し

た.

チ ャ(茶:Thea sinensis)は 乾 燥重量5gを100

mlの90℃ の 熱湯 で3分 間 抽 出 し,上 清 を冷却 し

0.9%に な る よ う食 塩 を添 加 した.エ タ ノール は

2%(v/v),4%,8%,16%の 各 濃度 を実験 に

使用 した.

〔6〕-shogaol,〔6〕-gingerolは 津 村順天堂(東

京)よ り入手 し,perillaldehyde,perillylalcohol

は そ れぞれ半井化 学薬品株式会社(京 都),Aldrich

Chemical Company,Inc.(Milwaukee,USA)

よ り購 入 した.

ア ニサキ ス幼虫(I型,III期)は,ス ケ トウダ

ラ内臓 を ペ プシ ン消化 して採集 した4)― 各 抽 出液

の希釈 系列を作成 し,各 々2mlを セ ラムチ ュー ブ

(Greiner,Solingen,W-Germany)に 分 注 し,活

発 に運動 してい るア ニサキ ス幼虫 を各チ ューブに

8～12匹 分 配 した.こ れ らを37℃ に保 温 し,2時

間 まで は15分 ご と,6時 間 まで は30分 ご と,そ れ

Table 1 Killing effect of extracts on Anisakis larvae

*
Mean±SEEachexperimentwasperformedinthesameconditionatonce

** ND:notdone

†〉: More than one larva did not stop the motion after 24 hr

◇5%(w/v)extracts
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以 後24時 間 までは3時 間 ごとに観察 し,動 きが な

い と見 られた虫体 は生理食塩 水(室 温)を 入れた

シ ャーレに取 り出 し,ピ ンセ ッ トで刺激 を加 えな

が ら1分 間観察 し,動 きがなければ運動停 止 とし

た.4～5時 間 以上 生理食塩 水中 に放置 し同様動

きが認 め られ なければ運動消失(死 亡)と した.

観 察途 中に動 きがあれば再 び元 の溶液中 に もどし

て観察 を繰 り返 した.結 果 は,運 動停止 までの平

均時 間 お よび24時 間 後 に運 動 消失 した 虫体 数 の

パ ーセ ン トで表現 した .

シ ョウ ガ,シ ソの 代 表 的 な 既 知 成 分 で あ る

〔6〕-shogaol,〔6〕-gingerol(シ ョウガ),perillalde-

hyde,perillyl alcohol(シ ソ)に 抽 出液 と同様 の

殺虫 効果が あ るか否 かを以下の方法 で検 討 した.

す なわ ち,エ タノール でそれぞれ の2倍 希釈系列

を作成 し,各 溶液 を生理食塩 水に1%に な るよ う

添 加 し た.各 成 分 の 最 終 濃 度 は1mg/mlよ り

15.625μg/mlま で とし,同 様 に アニサ キス幼 虫を

加 え24時 間 後 の生死 を判定 した.

抗 線 虫薬 と して既 に市 販 され て い るthiabend-

azole(Merk,Darmstadt,w-Germany)を 陽 性

対 照 として比較 す るた めに,錠 剤 を乳鉢で粉砕 し

て生理食塩水 に添加 した.

成 績

Table1に 示 した よ うに最 も早 く運 動停 止 に

至 った溶液 はシ ソ(5%),続 い てシ ョウガ(5%),

Fig. 1 Minimum doses of components for com-

plete killing of Anisakis larvae. The highest

doses in 3 different experiments are indicated.

[6]-shogaol

62.5pg/ml

[6]-gingerol

250pg/ml

perillaldehyde

125μg/ml

perillyl alcohol

250μg/ml

ワサ ビ(5%),ニ ン ニク(5%),シ ョウガ(2 .5%),

ワサ ビ(2.5%)の 順 でそれ ぞれ,3.1時 間(実 験

1),3.2時 間(実 験3),5.6時 間(実 験1),10.8

時 間(実 験3),11.6時 間(実 験2),17.6時 間(実

験2)で あ った.こ れ ら抽 出液中 での24時 間 後 の

運動 消失 は総 て100%で あ った.そ の他 の食品 の抽

出液 では運動停止 す ら引 き起 こせ なか った.し か

し,ネ ギに関 しては24時 間 で動 きが対象 に比 し微

弱 であ った(実 験1で の み).ア ル コール濃 度 は

Fig. 2 Possible mechanisms of prophylaxis

killing factor
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8%以 上で明瞭な運動停止,運 動消失を引き起 こ

す事ができた.

すべての虫体 を運動消失 に至 らしめる 〔6〕-

shogaol,perillaldehydeの 最少有効濃度はそれぞ

れ62.5μg/ml,125μg/m1で,〔6〕-gingero1,peri1-

lylalcoho1で は い ず れ も250μg/m1で あった

(Fig.1).陽 性対照 としたthiabendazoleで は10

mg/mlの 濃度で運動停止が一部の虫体 に認めら

れたが生理食塩水へ移すとすべてが回復 し,運 動

消失は皆無であった.

考 察

現在の ところアニサキス幼虫を駆虫できる有効

な薬剤の報告がない.い くつかの食品や薬剤の効

果が試 されてきたが,そ の中でワサ ビ,酒,醤 油,

酢などに一定の殺虫効果が報告された5).今回,私

達が新たに追加できた知見はシソ,シ ョウガ,ニ

ンニクの各抽出液にアニサキスの運動を停止させ

た り,完 全に運動を消失 させた りする作用を見出

した ことである.運 動の消失に関しては,一 部の

実験では虫体を数日放置 して観察したが再び動 き

を回復することがないことより,本 実験の基準に

て虫の死亡 と断定 してほぼ間違いないと考 える.

シソの抽出液では観察後15分 からすでに運動を停

止する虫体を見出だせることより早い効果が期待

できる.碓 かに,シ ソ,シ ョウガは鮮魚の生食に

ともない日常的に食 されている.ワ サ ビも刺身 と

は切っても切れない関係 と言えるが,ワ サビ醤油

に付けて刺身を食べる程度で有効濃度が維持でき

るかは疑問である.ま た調理の前処理(下 ごしら

え)と しての使用 も考えにくい.こ れに対 し,シ

ソ,シ ョウガは調理過程での使用が可能であるば

か りか,刺 身などを食す時の副食品 としても多用

されてお り,今 後の具体的な殺虫条件の確定が望

まれる.こ れらの食品もしくは食品中の成分を応

用してアニサキス症 の予防を試みる場合,Fig.2

に示した3つ の可能性を考えることがで きる.第

一に,調 理の段階での殺虫.こ れはアニサキスの

感染経路 として重要な食品である酢サバの作成段

階において,例 えばショウガやシソを利用す るこ

とが考えられる.味 の問題さえ解決すれば必要な

濃度,必 要な時間下 ごしらえすることがで き効果

が十 分に期待 で きる.第 二 は,胃 腸腔 内での虫体

の停止 や感 染能 の低 下が考 え られ る.た だ し,相

当量 のシ ョウガや シ ソが必要 と考 えられ,今 の と

ころ胃腸腔 内で の有 効濃度 に達す るに足 る摂取 量

を特定 で きてい ない.第 三は,シ ョウガや シ ソの

有 効成分 が体 内へ摂取 され,ア ニサキス幼虫 が こ

れを嫌 う体 内濃 度が保持 で きれ ば虫 は組織 に穿 入

す るこ とな く生 きた まま排 せつ され る ことになる

か もしれ ない.

古 来 よ りシ ョーガ,シ ソはそれぞれ生姜,蘇 葉

の名 で漢方薬 の重 要 な成分 とされて きた.蘇 葉 は

魚 肉に よる食 中毒の解毒剤 として使用 されて きた

し6),そ の 主要 成 分で あ るperillaldehydeに は 抗

白癬 菌作用 も報 告 されて い る7).生 姜 の効 能 に も

鎮嘔,解 毒,消 化器 系の機能充進 な どが含 まれて

い る8).し か し,こ れ ら生薬 の成 分に線虫 であ るア

ニサキスを殺す作用 があ る ことを報告 した のは初

め て と思われ る(Fig.1).こ れ ら生薬の成 分や薬

理作用 の研 究 はまだ緒につ いた ぽか りと言 って も

過言 ではな く,上 記成 分を即,有 効成分 のす べて

と確定 で きな いのは もち ろんであ る.今 後 さらに

有効 な抽 出液 の成分 分析を行 うと同時に,そ れ ら

に抗線虫薬 として一般化 で きる ものがあ るのかに

つ いて も検 討を加 え る.
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Studies on Prophylaxis Against Anisakiasis—A Screening of Killing Effects of

Extracts from Foods on the Larvae

Shiro KASUYA, Chitoshi GOTO & Hiroshi Ohtomo

The Department of Parasitology, Gifu University School of Medicine, Gifu 500

Killing effects of extracts from 12 kinds of foods and ethanol on Anisakis larvae were examined to
find prophylaxis. Saline extracts from freeze-dried Perilla frutescense viridis Makino (5% w/v) , Zingiber
officinale (5%), Wasabia japonica (5%), Allium sativum (5%), Z. officinale (2.5%), W. japonica (2.5%), and
ethanol (8% v/v) were effective to stop the motion of worms (without movement for 1 min even though
stimulated by tweezers) with mean durations of 3.1 hr, 3.2 hr, 5.6 hr, 10.8 hr, 11.6 hr, 17.6 hr and 2.0
hr, respectively. Larvae contacted with these extracts for 24 hr lost mobility (observations for more
than 4-5 hr with stimulations) completely. Further dilutions of these extracts or 5% extracts (w/v)
from Allium fistulosum, Petroselinum sativum, Raphanus sativus, Brassica oleracea, Spinacia oleracea,
Laminaria angustata, Capsicum annuum, and Thea sinensis, had little effects.

Killing effects of well-known components of P. frutescens and Z. officinale were examined , too.
Minimum doses of [6]-shogaol, [6]-gingerol, perillaldehyde and perillyl alcohol for complete killing of
larvae were 62.5 ,ug/ml, 250 ,ug/ml, 125 pg/ml and 250 dug/ml, respectively. Thiabendazole (10 mg/ml)
had no killing effect.


